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資料１－１ 

 

第２期富里市まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証について 

（令和５年度実績） 

 

１ 第２期富里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

 第２期富里市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」とします。）は、令

和４年度から令和８年度までの５か年を計画期間とした、人口減少対策・地域活性

化についての計画です。 

富里市総合計画の重点プランとして、まちづくりに係る全ての分野から横断的な

視点で施策を位置付けるものです。 

 

２ 効果検証について 

（１）効果検証の目的 

総合戦略の推進に当たっては、基本目標に対する数値目標や具体的な取組に 

対するＫＰＩを基に、施策の実施状況の点検を行います。その結果については、「富

里市まち・ひと・しごと創生有識者懇談会」で検証を行い、必要に応じて見直しを

行います。 

 

（２）効果検証の方法 

数値目標やＫＰＩの達成状況を、数値等で明確にします。評価については、目標 

値に対する進捗率を基本にしていますが、事業内容に関して評価に値する実績が 

ある場合は、その実績内容も考慮して評価を行っています。 

評価の区分は、次表のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 
進捗率 

単年度指標 累計指標 

達成 100％以上 100％以上 

順調 80％以上 100％未満 ４０％以上 ９９％未満 

やや不十分 65％以上 80％未満 30％以上 40％未満 

不十分 65％未満 30％未満 

― 未実施 未実施 
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３ 実績及び評価 

（１）全体評価（ＫＰＩ：重要業績評価指標１８５） 

評 価 達 成 順 調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ６２ ３８ １９ ４７ １９ ５４% 

令和５年度 ７０ ４６ ２７ ２６ １６ ６２% 

 全体では、全ＫＰＩ数１８５の内、「順調」以上評価が６２%、前年度より８ポイントの

増となった。 

一方で、約４割が「やや不十分」や「不十分」、「未実施」であり、令和８年度までと

なる本戦略の計画期間を考慮すると、各施策の更なる計画的かつ積極的な取組が

必要である。 

 

（２）数値目標実績評価 

評 価 
達 成 順 調 

やや不十分 
不十分 未実施 「順調」以上 

評価割合 

数値目標 
令和４年度 １ １ ３ １ ２ ２５% 

令和５年度 ２ ３ １ 0 ２ 62％ 

 数値目標は、「順調」以上評価割合が前年度より３７ポイント増となり、目標達成に

向け、順調に推移している。 

 

（３）基本目標別実績評価 

基本目標１   誰もが活躍でき、生涯現役がかなうまち 

 

１ 地域で健康に暮らすことのできる高齢者福祉の充実 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ４ ３ ３ ４ １ ４６% 

令和５年度 ７ ３ ４ １ ０ ６６% 

社会参加機会の確保、健康づくりの推進、介護体制の拡充等の取組を実施した。 

新型コロナウイルス感染症が令和５年 5 月８日に 5 類に移行され、生活環境が改善

傾向となり、高齢者等の社会参加が徐々に回復しつつある中、各事業の参加者も増

加してきている。また、令和４年度ではコロナ禍により未実施であった「敬老事業」に

ついては、市内８地区において再開され達成となった。 
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２ 生涯を通じた健康な生活を実現する健康づくり・地域医療の充実 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ７ ２ １ ４ ０ ６４% 

令和５年度 ９ ２ ３ ０ ０ ７８% 

健康づくり活動の推進、保健サービスの充実、地域医療体制の充実等に取り組み、

各事業の参加人数等は回復傾向にあり、「生活習慣病予防事業参加人数」が、前年

度１６２人に対し、４４２人と大幅に増加するなど、目標値達成に向け順調な進捗が

みられた。 

社会環境に回復がみられる中、今後も進捗が図られるよう、啓発に努めていく。 

 

３ 持続的な展開による農林業振興 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ７ ６ ０ １ ０ ９２% 

令和５年度 ７ ７ ０ ０ ０ １００% 

すべての指標において、「順調」以上に推移している。 

今後も、農業従事者の担い手確保や鳥獣被害対策等に取り組み、農地や森林の

多面的な維持・確保に努めていく。 

 

４ 立地の良さを活かした活力ある商工業振興 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 １ ３ ０ １ １ ６６% 

令和５年度 １ ２ ０ ２ １ ５０% 

御料葉山地区の市街化調整区域において、地区計画提案制度を活用したスーパ

ーマーケットを含む新たな複合型商業施設がオープンするなど、商工業の振興が図

られたが、立地企業への奨励金については、令和５年度においては、申請がなかっ

た。 

また、「先端設備等導入計画認定数」や「創業支援セミナー受講者数」において、

前年度対比で減少となっており、引き続き制度の周知に努めていく。 
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５ 外国にルーツを持つ市民も、共に助け合い暮らすことのできる地域づくり 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ４ ０ １ ０ １ ６６% 

令和５年度 ４ １ ０ ０ １ ８３% 

「英会話の日」においては、年間３回を各校で実施することができた。今後は、ＡＬ

Ｔ（外国語指導助手）の加配により事業の充実を図っていく。 

このほか、多文化共生、国際交流・理解の推進に取り組み、目標達成に向け概ね

順調に推移している。「国際交流イベントの開催」については、令和４年度に引き続

き未開催となったが、今後、主催もしくは開催支援等により検討していく。 

 

基本目標２   地域の魅力を磨き、人が行き交うにぎやかなまち 

 

１ 持続可能なまちづくりのための都市基盤整備の促進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ２ ２ ０ １ ２ ５７% 

令和５年度 ３ １ ０ １ ２ ５７% 

「七栄北新木戸地区土地区画整理事業進捗率」については、整備面積は増えてい

るものの、目標には届いていない。今後は現状を踏まえ、事業計画の内容や期間の

見直しを検討していく。 

「市内への生活利便施設の立地」については、令和５年９月に御料葉山地区にお

いて、スーパーマーケットを含む複合型商業施設が開業し、目標が達成となった。 

 

２ 道路ネットワークと地域交通の総合的な整備の推進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ３ １ ０ ２ ０ ６６% 

令和５年度 ３ １ ０ ２ ０ ６６% 

「都市計画道路３・４・２０号成田七栄線整備事業進捗率」については、目標値に

は届いていないものの、用地地権者との交渉を着実に進め、計画期間である令和８

年度末までの事業完了を目指し、引き続き事業の推進に努めていく。 

「デマンド交通利用者数」については、目標値の４５６%と大幅な伸びをみせてお

り、地域交通としての大きな役割を果たしている。 
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３ 自然と農を生かした観光まちづくり 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 １ １ １ ５ １ ２２% 

令和５年度 ２ ６ ０ １ ０ ８８% 

「観光プロモーションの実施件数」や「イベントの開催件数」など、コロナ禍からの

生活・活動状況の回復により、令和４年度実績から大きく増加に転じ、「順調」以上

の進捗率の向上につながった。 

 

４ 文化資源を守り、未来へつなげる取組の推進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ０ ０ ０ １ ０ ０% 

令和５年度 ０ １ ０ ０ ０ 100% 

令和４年度ではコロナ禍の影響により開催することができなかった「富里市文化

財保存活用地域計画」に位置付けた各種事業の進捗を評価する「文化財審議会」及

び事業の実施主体で構成する「文化財保存活用地域計画協議会」を開催し、各種事

業について情報共有を図りながら取り組み、順調に事業を推進することができた。 

 

５ 市民と行政の協働による地域社会づくり 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ５ １ ４ ２ ０ ５０% 

令和５年度 ２ ３ ２ ５ ０ ４１% 

「行政パートナー新規加入数」については、新たな自治会等の設立には一定規模

以上の宅地開発によるところが大きく、令和５年度は新規の設立は０となった。 

引き続き、開発協議時において事業者の協力を得ながら、新規設立・加入の促進に

努めていく。 

「コミュニティセンター利用者数」は、コロナ禍からは回復傾向にあるものの、各団体

等の活動の停滞もみられ、前年度からは若干の減少となった。 

 今後も、指定管理者と連携し、利用環境の改善等を図りながら、利用促進に努め

ていく。 
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６ 多様な主体と結ぶパートナーシップの推進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ０ １ ０ １ １ ３３% 

令和５年度 ０ １ ２ ０ ０ 33% 

富里高校との連携事業はコロナ禍以降減少傾向にあるが、大学との連携は増加

し順調に推移している。成田空港周辺自治体及び関係自治体との連携事業は、目

標には至っていないが、今後も、成田空港の機能強化等の進捗に併せ、空港周辺や

酒々井インター周辺自治体、旧岩崎家ゆかりの地との連携を図り、広域的な事業展

開に努めていく。 

 

基本目標３  子育て世代や子どもたちが快適に過ごせるまち 

 

１ 子供が健やかに育ち、安心して子育てできる支援体制の充実 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ５ ０ ０ ３ １ ５５% 

令和５年度 ４ ０ １ ２ ２ ４４% 

「待機児童数」については、保育所、学童クラブともに基準値より減少しているも

のの、前年度から増となり、待機児童の解消には至らなかった。今後も既存施設で

の最大限の受け入れ体制や保育士の確保、民間保育との連携等を図り、待機児童

の解消に努めていく。 

 

２ 次代を担う人材を、家庭・地域社会と共に育成する学校教育の推進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ６ ４ ０ ３ ４ 58% 

令和５年度 ８ １ １ ４ ３ 52% 

新型コロナウイルス感染症の影響により令和４年度は中止となった教職員夏季

研修会の４講座開催や家庭訪問件数が前年度の２倍以上の実績となった。一方で、

キャリア教育においては、コロナが５類に移行してもなお多くの事業者が職場体験

の受入を拒否する意向を示し、令和４年度に引き続き実施には至らなかった。 

今後は、手法も含めキャリア教育の方向性を検討していく。 
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３ 首都・空港近郊のまちとしての移住定住・関係人口の増進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ２ ０ ０ ２ １ 40% 

令和５年度 １ １ １ １ １ 40% 

「空き家バンクによる成約件数」は、前年度から伸びていない。空き家バンク登録

物件そのものが増加していないため、更なる周知に努める。 

「ふるさと応援寄附金」については、令和５年度にポータルサイトの増設や返礼品

の更なる拡充を実施し受入件数は増加しているが、目標には届いていない。今後も、

目標達成に向け市の魅力発信に努めるとともに、返礼品の充実に取り組んでいく。 

 

基本目標４  新たな取組に挑戦し、未来につながる持続可能なまち 

 

１ 新たな社会（Society5.0）に対応する情報基盤の整備 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ２ １ ２ ２ ５ 25% 

令和５年度 ２ ２ ２ １ ５ 33% 

「公衆無線ＬＡＮ設置施設数」については、令和６年１月に新たに中央公民館、社

会体育館への設置に加え、市役所本庁舎１・２階フロア、分庁舎、すこやかセンターで

の利用ができるよう拡充整備を実施した。 

ICT 活用による行政の効率化については、「システム標準化」は令和７年度末まで

に実施予定であり、その他のＤＸの推進についても、国の「デジタル田園都市国家構

想」を踏まえ、デジタル分野における戦略の見直しを図っていく。 

 

２ 持続可能な循環型社会の形成 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ３ ３ ２ ３ ０ 54% 

令和５年度 ３ １ ４ ３ ０ ３６% 

「紙・布類の分別収集開始による収集量」については、目標値に大きく届いていな

い。収集量を増やすため、新たにごみ分別アプリを導入し、更なる周知を図っていく。  

「住宅用省エネルギー設備設置補助件数」は、累計目標値を大きく上回っており、

その要因としては、近年の急激な気温上昇や電気料金の高騰などが考えられる。 
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３ 持続的な展開による農林業振興【再掲】 

 

４ 市民と共に助け合う災害に強いまちづくり 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 １ ５ ２ ６ ０ 42% 

令和５年度 ２ ７ ３ ２ ０ 64% 

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、自主防災組織や自治会等主催によ

る「防災訓練」が再開されたことや、「新規普通救命講習の受講者数」などコロナ禍

前の実績に戻りつつあり、今後も更なる普及活動に努めていく。 

「消防団員数」は、全国的に減少傾向にあり、本市でも減少傾向となっている。 

今後も団員数増加に向け、処遇の改善や消防団のあり方について、引き続き検討

を重ねていく。 

 

５ 多様な危機に対する対応力の強化 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ３ １ ０ １ １ 66% 

令和５年度 ３ １ ０ １ １ 66% 

災害対応、危機管理に関する「情報の周知」や「関係機関との通信訓練」、「Ｊ－ＡＬ

ＥＲＴ放送訓練」などに予定どおり取り組んだ。 

「緊急事態宣言発令時における防災無線・防災メールによる注意喚起」については、

コロナが５類に移行し緊急事態宣言の発令がなかったため「未実施」となっている。 

 

６ 人生１００年時代を見据えた生涯学習の推進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ３ ２ ３ ４ ０ 41% 

令和５年度 ６ ２ ４ ０ ０ 66% 

「公民館・図書館の施設利用件数、利用者数」ともに、目標値には達していないも

のの、コロナ禍前の状況に戻りつつあり、今後も各種講座や文化祭、芸術鑑賞など、

事業内容の充実を図り、利用者・来場者数の向上に向け取り組んでいく。 
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７ 次代へつながる行財政に向けた改革の推進 

評価 達成 順調 やや不十分 不十分 未実施 
「順調」以上 

評価割合 

KPI 数 
令和４年度 ３ ２ ０ １ ０ ８３% 

令和５年度 ３ ３ ０ ０ ０ １００% 

行政経営への転換、財源の確保、財政運営の効率化に取り組み、概ね順調に推

移している。 

「ふるさと応援寄附金受入額」については、前年度の約２倍、目標額の４，０００万

円に大きく近づき、約３，９８０万円の受入実績となった。今後も、寄附拡大に向け

市の魅力を伝えるとともに、返礼品の充実に努める。 

 

 

 

 

 


